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環境衛生活動推進事業 事務事業評価シート

　成果指標の達成度の要因分析
 （新規事業及び成果指標を変更した場合は、その成果指標を設定した考え方、目標値の根拠を記載）

・清掃活動により生活環境の保全や公衆衛生の向上が図られることから一斉清掃を継続的に行う
必要がある。
・害虫駆除は市民の協力が必要なことから、駆除機器等の貸し出しを引き続き行う。

広報等による啓発活動及び地域の積極的な取り組みの結果、参加率が上昇した。

目標値より低い
成果指標
の達成度

目標値より高い ○ 概ね目標値どおり

③
目標

実績

実績

②
目標

① 一斉清掃の参加率

成果指標　（上記「意図」に対応） 単位 区分

55.9実績

26年度(実績)

53.4

27年度(実績)

実績 18 5

％
51.0 51.0目標

実績
③

計画

② 衛生害虫発生通報件数 件
100

① 一斉清掃の実施回数 回
計画 3

26年度(実績)

100

3

活動指標　（上記「事業概要」に対応） 単位 区分 27年度(実績)

計画

実績 3 3

市民参画の有無 対象外
適正である

市民協働の形態
共催 実行委員会・協議会 事業協力・協定

後援・協賛 補助・助成

・効果的な害虫駆除対策として発生情報を発信しているが、さら
なる普及により発生抑制が見込める。向上余地がある

向上余地がない

効
率
性

・公衆衛生連合会事業はボランティアによるところが多いので削
減余地がない。
・職員が関わるのは、補助金交付事務、連絡調整などが主な業務
であり、外部への委託に馴染まない。

　総合評価　…上記評価結果の総括

・全市民を対象にしているため適正である。

受益機会の見直し余地がある

費用負担の見直し余地がある

事業費の削減余地がある

人件費の削減余地がある

どちらも削減余地がない

妥当でない

委託

公
平
性

 受益と負担の適正化余地

 事業費・人件費の削減余地

28年度(計画)

・清掃活動により生活環境の保全や公衆衛生の向上を図ることを
目的にしているため妥当である。

目
的
妥
当
性

 公共関与の妥当性
意図 市民の清掃活動に対する意識が高揚し、清潔な生活環境を維持する。

妥当である

見直し余地がある

○一斉清掃の実施
○衛生害虫駆除用の機器貸出し、薬剤配布
○公衆衛生組合連合会への補助金交付
○岩手県食品衛生協会花巻支会補助金交付
○環境審議会の開催
○環境基本計画策定

有
効
性

 成果の向上余地

環境の保全
施策 5 花のあるきれいなまちづくり

目的 環境美化活動の推進

総合
計画

分野

対象 市民

項 目

一般 04 01 04

会計 款

【 事後評価 】平成 27 年度 事務事業評価シート

28年度(計画)

事業ｺｰﾄﾞ 事業名

0401 環境衛生活動推進事業

暮らし

　事業概要　…上記目的を実現するための事業手法を記載すること

政策 2-1



※色付きのセルのみ入力してください。また、行・列の挿入や削除は絶対に行わないでください。 （単位：千円）

単位：千円 ◆衛生害虫駆除　334千円　　（H26　698千円）

害虫駆除機材の貸出
薬剤の配付

薬剤等　334千円

◆一斉清掃　1,257千円　　

４・６・９月の３回にわたり市民総参加の一斉清掃を実施。

○ ～ 側溝汚泥収集運搬業務委託　375千円
連絡 　委託

一斉清掃用ゴミ袋、土のう袋など　882千円

◆環境基本計画策定　　2,603千円

　

◆環境審議会委員報酬等　323千円　　（H26　88千円）
審議会報酬　136千円　　市民エコワーキング謝礼　176千円　　事務費　11千円

◆岩手県食品衛生協会花巻支会補助金　150千円　　（H26　150千円）

◆公衆衛生組合連合会補助金　725千円　　（H26　725千円）

環境衛生活動推進事業

環境衛生活動推進事業

清潔な生活環境を維持するために本事業を開始した。近年は、衛生害虫対策に力を入れてい
る。

一般財源 5,799 5,392

豊かな自然と生活環境を守り暮らしています

年度〕

△ 407

財
源
内
訳

事業説明資料

事業を展開する上での課題、留意事項　／　意見・要望等

・害虫駆除対策の関係部署会議を行う。
・広報誌やFM番組を通じて、早期の害虫駆除を呼びかける。

事業概要

○一斉清掃の実施
○衛生害虫駆除用の機器貸出し、薬剤配布
○公衆衛生組合連合会への補助金交付
○岩手県食品衛生協会花巻支会補助金交付
○環境審議会の開催
○環境基本計画策定

事業開始の背景・経緯

部経営方針における目標

事業期間 単年度繰返 期間限定 〔平成 年度 平成

地方債

その他

国・県

5,799 5,392

会計 款 《事業手法の詳細》…概略図による事業手法の詳細と事業費の内訳を記載すること。
【適宜、セルは結合して構わないが、結合した1つのセル内は１文章程度にとどめること。】

一般 04

26年度
決算額(A)

27年度
決算額(B)

28年度
現計予算額

決算額前年比
(B-A）

01 04

事業ｺｰﾄﾞ

0401

担当部署 部名 市民生活部 課名 生活環境課 内線

項 目 事業名

事後評価
藤原　拓也 9-10-266担当係長

】平成 27 年度 事業説明資料 【

事業費
△ 407

行政区  
（一斉清掃で出た汚泥） 

市  収集運搬業者  

市  市民  

平成２６年度 
＜策定準備＞ 

平成２７年度 
＜計画策定＞ 

 計画期間（H28年度～H35年度）  ※現計画（H20～H27年度） 

○策定ｽｹｼﾞｭｰﾙ検討 
○基礎調査/分析集計 
 ・市民/事業者アンケート実施 

 ・アンケート結果集計 
○環境審議会開催 

○計画策定 
 ・計画案作成 
 ・環境審議会開催 
 ・ﾊﾟﾌﾞｺﾒ等市民参画 
 ・最終案策定報告 


